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1.背景	
 

心血管疾患（CVD）は、アメリカ、および、他の先進国や開発途上国の死亡や障害の主要な
原因である。CVDのリスクとして、インスリン抵抗性（IRS）による生理学的指標の異常が
ある。IRS および CVD の両方の発症に心理社会的要因が強い影響を及ぼすと考えられてい
る。ヨガは、ストレスを軽減し、健康を増進することが知られており、CVD患者やCVDリ
スクのある人にとって、安全かつ費用対効果の高い介入として期待されている。 

2.目的	
 

心血管疾患（CVD）リスク、および、関連するクリニカル・エンドポイント（治療行為の有
効性を示す評価項目）に関する特定の生理学的指標に対するヨガの影響について示した文献

の系統的レビューを行う。	
 
3.検索法	
 

PsycINFO、PubMED、MEDLINE、IndMED（1970～2004年）を検索。	
 
4.文献選択基準	
 

4つのデータベースから1970～2004 年までの文献のうち、循環器疾患や IRSに関連する心血
管疾患のリスク要因に対するヨガの影響（具体的には他の介入との併用）を評価したオリジ

ナルの研究に限って検索を行った。	
 
5.データ収集・解析	
 

研究デザイン、設定、母集団の大きさと特性、介入のタイプと期間、比較グループや条件、

結果の評価、データの分析と提示、フォローアップ、主要結果についてデータを抽出した。

研究の質については、一般的な心身療法の効果に関する最近の体系的レビューで使用された

基準に基づいて評価を行った。	
 
6.主な結果	
 
・70件の試験についてレビューを行った。観察試験 1件、無制限臨床試験 26件、無作為化
臨床試験21件、ランダム化比較試験（RCT） 22件。 
・試験の多く（63%）は、1990～2004年に行われたもので、大半はサイズが小さく40%以上
が25人以下のものであった。 
・試験の約70％がインドで実施されており、アメリカで実施されたものは5％未満であった。 
・試験で用いられたヨガの介入は、2日から12ヶ月の範囲であり、単一のものが8件、複数
の要素からなるヨガが 35件、食事療法を含む包括的なヨガのプログラム 、ライフスタイル
教育、ヨガ以外の運動、ストレスマネジメント、その他の介入が17件であった。 
・全般的に、グルコース耐性、および、インスリン感受性、脂質プロファイル、血圧、酸化

ストレス、凝固プロファイル、交感神経活性化、および、心臓機能を含む CVD リスクのい
くつかの IRS関連指標において有益な変化を示唆している。 
・試験の方法論、および、その他の制限により確固たる結論を出すことはできないが、ヨガ

がCVDリスクである IRS関連指標に有益な影響をおよぼす可能性がある証拠を提供してお
り、CVDの心理社会的リスク要因の低減に効果的であることも示唆している。	
 

7.レビュアーの結論	
 

ヨガがCVDのための多くの IRS関連リスク因子を減らし、クリニカルアウトカムを改善し、
CVDおよび他の IRS関連状態のコントロールを助ける可能性があることを示唆している。 
しかし、試験の大部分を特徴づける方法論、および、その他の制限により確固たる結論を出

すことはできない。 
CVDリスクと関連するクリニカル・エンドポイントの特定の指標に対する標準化されたヨガ
プログラムの効果を確認し解明するためには、さらに高品質のRCTが必要である。	
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